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令和元年第３回議会定例会
会期：令和元年９月６日～９月 27日（22日間）

請
願
第
5
号　

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る

2
0
2
0
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書

採
択
の
要
請
に
つ
い
て

賛
成
討
論

○
清
水　
正
明
議
員

　

教
育
現
場
に
お
け
る
課
題
が
複
雑
化
す

る
今
日
、
子
供
た
ち
の
豊
か
な
学
び
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
教
職
員
の
安
定
的
な

確
保
は
不
可
欠
で
あ
り
、
2
0
2
0
年
度

政
府
予
算
編
成
に
お
い
て
計
画
的
な
教
職

員
の
配
置
に
向
け
、
新
た
な
教
職
員
定
数

改
善
計
画
を
策
定
し
推
進
す
る
こ
と
及
び

教
育
の
機
会
均
衡
と
水
準
の
維
持
向
上
を

図
る
た
め
に
は
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
を
堅
持
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

賛
成
す
る
。

○
渕
瀬　
栄
子
議
員

　

学
校
現
場
に
お
い
て
は
、
学
力
向
上
の

み
な
ら
ず
、
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
解
決
す

べ
き
問
題
が
山
積
し
て
お
り
、
子
供
た
ち

の
豊
か
な
学
び
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
教

職
員
定
数
改
善
な
ど
の
施
策
が
課
題
で
あ

り
、
ま
た
、
長
時
間
労
働
是
正
に
向
け
た

教
職
員
の
「
働
き
方
改
革
」
の
推
進
の
観

点
か
ら
も
請
願
は
妥
当
と
考
え
賛
成
す
る
。

　

第
3
回
定
例
会
で
は
、
議
案
31
件
（
報

告
案
件
5
件
、
諮
問
1
件
を
含
む
）、
請
願

2
件
、
発
委
2
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
議
案
等
の
う
ち
、
27
件
の
議

案
に
つ
い
て
は
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
審
査
さ
れ
ま
し
た
。（
各
常
任
委
員
会

審
査
の
概
要
は
5
、
6
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。）

　
請
願
2
件
の
う
ち
、「「
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
」
に
伴
う
保
育
施
策
に
関
す

る
請
願
書
」
は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
が
、「
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る

2
0
2
0
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書

採
択
の
要
請
に
つ
い
て
」
は
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

　

閉
会
中
の
継
続
調
査
は
、
総
務
文
教
常

任
委
員
会
か
ら
「
I
C
T
を
活
用
し
た
情

報
発
信
に
つ
い
て
」、
産
業
建
設
常
任
委
員

会
か
ら
「
農
業
振
興
に
つ
い
て
」、
厚
生
常

任
委
員
会
か
ら
「
地
域
医
療
を
守
る
取
組

み
に
つ
い
て
」
の
申
出
が
あ
り
、
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
市
民
と
議
会
の
つ
ど
い
」

の
開
催
に
伴
う
議
員
派
遣
に
つ
い
て
も
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

第３回議会定例会賛否一覧

議案名

会
派

西海
市議会
日本

共産党
創生会 自民党眞濤

の会
保守

無所属の会
国民
民主
西海

志政会 令政会
会派
所属
なし

議
決
結
果

反
対：

賛
成

議
員
名

渕
瀬　
栄
子

佐
嘉
田 
敏
雄

杉
山　
誠
治

浅
田　
直
幸

宮
本　
一
昭

小
嶋　
俊
樹

中
尾　
清
敏

戸
浦　
善
彦

朝
長　
隆
洋

中
里　
　
悟

田
﨑　
耕
太

清
水　
正
明

平
井　
満
洋

内
野　
繁
樹

田
川　
正
毅

岩
本　
利
雄

永
田　
良
一

平
野　
直
幸

請願第５号
教職員定数改善と義
務教育費国庫負担制
度 の 堅 持 を 求 め る
2020年度政府予算
に係る意見書採択の
要請について

○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ●

議
長
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い

不
採
択

２：15

賛成：○　反対：●

※意見が分かれた議案等を掲載しています。

討
論
の
要
旨

定
例
会
の
概
要
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議
案
第
69
号　
西
海
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
西
海
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

賛
成
討
論

○
渕
瀬　
栄
子
議
員

　

職
員
の
適
正
な
給
与
の
確
保
は
、
職
員

の
努
力
や
実
績
に
報
い
る
と
と
も
に
、
人

材
確
保
に
も
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
組
織

活
力
の
向
上
、
行
政
の
安
定
的
な
運
営
に

寄
与
す
る
も
の
。
職
員
に
は
地
方
公
務
員

法
第
30
条
服
務
の
根
本
基
準
を
肝
に
銘
じ
、

市
民
の
信
頼
と
理
解
を
得
ら
れ
る
職
務
遂

行
を
求
め
て
賛
成
と
す
る
。

議
案
第
71
号　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

反
対
討
論

●
清
水　
正
明
議
員

　

国
交
省
が
定
め
た
公
共
用
地
の
取
得
に

伴
う
損
失
補
償
基
準
要
綱
及
び
西
海
市
用

地
取
得
及
び
処
分
基
準
を
逸
脱
し
て
取
得

価
格
が
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
取

得
対
象
の
用
地
で
市
道
に
供
さ
れ
る
も
の

に
有
償
で
あ
る
も
の
と
無
償
で
あ
る
も
の

が
あ
り
、
整
合
性
が
取
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

○
朝
長　
隆
洋
議
員

　

過
去
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
土
地
の
購
入

 平成30年度一般会計・特別会計・企業会計決算を認定
一般会計歳入決算額は226億8465万8千円、歳出決算額は217億1676万6千円

歳入・歳出とも前年比減額
　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算
は
議
長
を
除
く
全

議
員
に
よ
る
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
審
査
を
行

い
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
決
算
は
、
そ
れ
ぞ

れ
付
託
さ
れ
た
常
任
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
決
算
規
模
は
、
歳
出
で
は
一
般

会
計
が
前
年
度
比
で
９
・
２
％
、
22
億
93
万
８
千

円
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
全
会
計
で
は
国
民
健
康
保
険
（
直
診
勘

定
）、
後
期
高
齢
者
医
療
、
交
通
船
、
工
業
団
地

整
備
事
業
、
介
護
保
険
（
保
険
事
業
勘
定
）
な
ど

が
増
加
し
た
も
の
の
、
一
般
会
計
な
ど
そ
の
他
会

計
の
減
少
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
34
億
２
６

７
８
万
６
４
８
５
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
さ
い
か
い
光
の
道
構
想
補
助

金
、
使
用
停
止
済
み
焼
却
炉
施
設
解
体
事
業
な
ど

が
増
額
と
な
っ
た
一
方
で
、
民
生
安
定
事
業
補
助

金
や
公
共
施
設
用
地
購
入
費
、
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
金
積
立
金
な
ど
が
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
（
事
業
勘
定
）

に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
の
国
保
財
政
制
度
改
革

の
影
響
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
10
億
３
９
７
４
万

４
６
２
９
円
の
減
と
な
っ
た
ほ
か
、
工
業
団
地
整

備
事
業
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
大
島
地
区
工
業

団
地
整
備
事
業
の
本
格
的
な
埋
立
工
事
が
始
ま
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

西
海
市
で
は
、
大
島
地
区
工
業
団
地
整
備
事
業

や
公
共
上
下
水
道
、
道
路
橋
り
ょ
う
を
始
め
と
す

る
各
種
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
更
新
を
控
え
て
い

る
一
方
で
、
人
口
減
少
や
子
育
て
支
援
対
策
、
教

育
環
境
の
充
実
な
ど
更
な
る
事
業
の
推
進
が
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
効
率
的
な
財
政

運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

会　計　別　決　算　収　支　一　覧

会計の別 歳入
①

歳出
②

形式収支
 （①－②）③

繰越すべき財源
④

実質収支
 （③－④）

一般会計 22,684,657,782 21,716,766,464 967,891,318 106,893,000 860,998,318 

特
別
会
計

国民健康保険（事業勘定） 4,009,633,020 3,859,400,782 150,232,238 0 150,232,238 

国民健康保険（直診勘定） 208,931,117 185,243,874 23,687,243 0 23,687,243 

後期高齢者医療 358,897,221 358,221,990 675,231 0 675,231 

簡易水道 66,508,440 65,264,887 1,243,553 0 1,243,553 

下水道 1,520,962,985 1,445,918,566 75,044,419 43,600,000 31,444,419 

交通船 117,460,364 109,308,795 8,151,569 0 8,151,569 

工業団地整備事業 495,602,475 463,338,995 32,263,480 32,260,000 3,480 

介護保険（保険事業勘定） 3,609,538,058 3,515,665,757 93,872,301 0 93,872,301 

介護保険（サービス事業勘定) 19,641,152 17,123,421 2,517,731 0 2,517,731 

特別会計合計 10,407,174,832 10,019,487,067 387,687,765 75,860,000 311,827,765 

企
業
会
計

水　道
収益的収支 821,930,869 1,010,011,608 △188,080,739 

資本的収支 294,940,600 483,409,912 △188,469,312 

工業用水道
収益的収支 100,244,911 109,835,657 △9,590,746 

資本的収支 0 20,093,497 △20,093,497 

企業会計合計 1,217,116,380 1,623,350,674 △406,234,294 

総　　　　　　額 34,308,948,994 33,359,604,205 949,344,789 

（単位：円）
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令和元年第３回議会定例会で審議した案件及び結果
議案番号 件名 付託委員会等 議決の結果
報告第15号 平成30年度決算に係る健全化判断比率の報告について 本会議 報告済み
報告第16号 平成30年度決算に係る資金不足比率の報告について 本会議 報告済み
報告第17号 権利放棄の報告について 本会議 報告済み

報告第18号 株式会社大島町中央商店街振興公社令和元事業年度事業計画及び予算並びに平
成30事業年度決算報告について 本会議 報告済み

報告第19号 一般財団法人西海市農業振興公社令和元事業年度事業計画及び予算並びに平成
30事業年度決算報告について 本会議 報告済み

諮問第２号 人権擁護委員の候補者の推薦について 本会議 支障なし
議案第50号 西海市営駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教 原案可決
議案第51号 西海市防災会議条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教 原案可決
議案第52号 西海市消防団条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教 原案可決
議案第53号 江島辺地総合整備計画の変更について 総務文教 原案可決
議案第54号 西海市大瀬戸特産品直売所の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定について 産業建設 原案可決
議案第55号 財産の取得について 産業建設 原案可決
議案第56号 市道の路線廃止について 産業建設 原案可決
議案第57号 市道の路線認定について 産業建設 原案可決
議案第58号 公有水面埋立に係る意見について 産業建設 原案可決

議案第59号 西海市営肥前大島港ターミナルビルの設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 産業建設 原案可決

議案第60号 西海市肥前大島港ターミナル駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 産業建設 原案可決

議案第61号 上水道課公用車の交通事故に係る損害賠償の額を定め、和解することについて 産業建設 原案可決
議案第62号 平成30年度西海市一般会計決算認定について 予算決算 認定
議案第63号 平成30年度西海市国民健康保険特別会計決算認定について 厚生 認定
議案第64号 平成30年度西海市後期高齢者医療特別会計決算認定について 厚生 認定
議案第65号 平成30年度西海市簡易水道事業特別会計決算認定について 産業建設 認定
議案第66号 平成30年度西海市下水道事業特別会計決算認定について 産業建設 認定
議案第67号 平成30年度西海市工業団地整備事業特別会計決算認定について 総務文教 認定
議案第68号 平成30年度西海市交通船特別会計決算認定について 総務文教 認定
議案第69号 平成30年度西海市介護保険特別会計決算認定について 厚生 認定
議案第70号 平成30年度西海市水道事業会計決算認定について 産業建設 認定
議案第71号 平成30年度西海市工業用水道事業会計決算認定について 産業建設 認定
議案第72号 令和元年度西海市一般会計補正予算（第３号） 予算決算 原案可決
議案第73号 令和元年度西海市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 産業建設 原案可決
議案第74号 令和元年度西海市介護保険特別会計補正予算（第２号） 厚生 原案可決
請願第４号 「幼児教育・保育の無償化」に伴う保育施策に関する請願書 厚生 採択

請願第５号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度の堅持を求める2020年度政府予算に
係る意見書採択の要請について 総務文教 不採択

発委第５号 西海市議会基本条例の一部を改正する条例の制定について 本会議 原案可決
発委第６号 西海市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 本会議 原案可決
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議
案
第
67
号　
平
成
30
年
度
西
海
市
工
業

団
地
整
備
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

�
原
案
認
定

　

こ
の
議
案
は
、
大
島
工
業
団
地
整
備
に

係
る
平
成
30
年
度
西
海
市
工
業
団
地
特
別

会
計
決
算
の
認
定
を
行
う
も
の
で
す
。

質
疑　
工
事
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁　

予
算
ベ
ー
ス
で
県
事
業
が
70
％
、

市
事
業
が
17
％
。
全
体
の
進
捗
は
43
％
と

な
っ
て
い
る
。

質
疑　
市
は
予
算
の
17
％
し
か
使
え
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

答
弁　

計
画
が
そ
の
よ
う
な
形
に
な
っ

て
い
る
。
県
事
業
で
あ
る
埠
頭
工
事
が
終

わ
ら
な
け
れ
ば
、

市
の
工
事
に
取

り
か
か
れ
な
い

た
め
、
終
わ
り

次
第
市
の
事
業

に
取
り
か
か
る

こ
と
に
な
る
。

請
願
第
５
号　
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る

2
0
2
0
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書

採
択
の
要
請
に
つ
い
て

�

不
採
択

　

こ
の
請
願
は
、
複
雑
化
す
る
教
育
現
場

に
お
い
て
、
教
職
員
の
安
定
確
保
に
よ
る

子
供
た
ち
の
豊
か
な
学
び
の
実
現
に
向
け
、

次
の
こ
と
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
で
す
。

１
．
計
画
的
な
教
職
員
の
配
置
に
向
け
た

教
職
員
定
数
改
善
計
画
の
策
定
、
推
進
を

す
る
こ
と
。

２
．
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向

上
を
は
か
る
た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と
。

　

紹
介
議
員
か
ら
、
義
務
教
育
費
の
国
庫

負
担
は
、
2
分
の
1
か
ら
3
分
の
1
に
引

き
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
堅
持
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
や
働
き
方
改
革
が
推
進
さ

れ
る
中
、
定
数
改
善
計
画
は
10
年
以
上
も

策
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
策
定
に
よ
り
教
職

員
の
働
く
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
ほ
し

い
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

請
願
の
趣
旨
説
明
後
、
県
内
他
市
へ
の

提
出
状
況
や
本
市
へ
の
提
出
時
期
の
根
拠
、

本
市
に
お
け
る
加
配
定
数
の
現
状
な
ど
に

つ
い
て
、
委
員
よ
り
紹
介
議
員
に
対
し
て

質
疑
が
行
わ
れ
、１
件
の
賛
成
討
論
が
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
を
経
て
採
決
し
た
結
果
、
委

員
会
と
し
て
は
不
採
択
と
す
べ
き
と
し
、

本
会
議
へ
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

議
案
第
55
号　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

�

原
案
可
決

　

こ
の
議
案
は
、
大
瀬
戸
町
瀬
戸
西
濱
郷

の
緑
ヶ
丘
団
地
内
に
あ
る
土
地
４
筆
と
建

物
３
棟
を
電
源
開
発
株
式
会
社
か
ら
８
千

万
円
で
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。

質
疑　
取
得
価
格
の
算
定
根
拠
は
。

答
弁　

市
の
土
地
及
び
家
屋
の
取
得
基

準
に
よ
り
算
定
し
た
場
合
、
土
地
は
4
筆

で
8
2
6
6
万
1
7
9
4
円
、
家
屋
は
3

棟
で
3
1
8
万
5
7
6
6
円
で
、
合
計

8
5
8
4
万
7
5
6
0
円
と
な
る
。
家
屋

は
市
が
解
体
す
る
た
め
、
そ
の
費
用
で
あ

る
5
7
9
万
9
6
0
0
円
を
差
し
引
く
と

8
0
0
4
万
7
9
6
0
円
に
な
る
が
、
電

源
開
発
株
式
会
社
か
ら
提
示
さ
れ
た
8
千

万
円
で
取
得
し
た
も
の
で
あ
る
。

質
疑　
取
得
後
の
土
地
及
び
家
屋
の
活

用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

17
区
画
の
宅
地
分
譲
と
ア
パ
ー

ト
の
誘
致
を
計
画
し
て
い
る
。

議
案
第
71
号　
平
成
30
年
度
西
海
市
工
業
用

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

�

原
案
認
定

　

こ
の
議
案
は
、
大
瀬
戸
町
松
島
の
電
源

開
発
株
式
会
社
松
島
火
力
発
電
所
へ
工
業

用
水
を
給
す
る
事
業
の
決
算
を
認
定
す
る

も
の
で
す
。

質
疑　
布
設
か
ら
40
年
近
く
経
過
し
て
い

る
工
業
用
水
道
の
海
底
配
水
管
の
現
状
は
。

答
弁　

海
底
配
水
管
は
、
委
託
事
業
者

が
実
施
す
る
電
気
防
食
装
置
点
検
に
お
い

て
、
良
好
な
状
態
と
い
う
調
査
結
果
が
出

て
い
る
。

質
疑　
将
来
の
布
設
替
え
の
計
画
は
。

答
弁　

来
年
度
計
画
書
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
条

例
案
３
件
、
決
算
案
２
件
、
そ
の

他
の
議
案
１
件
、
請
願
１
件
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な

審
査
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
条

例
案
３
件
、
決
算
案
４
件
、
補
正

予
算
案
１
件
、
そ
の
他
の
議
案
５

件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
審
査
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

松島火力発電所（大瀬戸町松島）

常任委員会審査報告
The SAIKAI Municipal Assembly News

収
益
的
収
支

収
入�

１
億　
２
４
万
４
９
１
１
円

支
出�

１
億
９
８
３
万
５
６
５
７
円

差
引
額�

△
９
５
９
万　
７
４
６
円
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議
案
第
63
号　
平
成
30
年
度
西
海
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

�

原
案
認
定

　

こ
の
議
案
は
、
事
業
勘
定
と
直
診
勘
定

の
２
つ
か
ら
な
る
、
平
成
30
年
度
国
民
健

康
保
健
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
の
認
定

を
行
う
も
の
で
す
。

　

事
業
勘
定
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
事
業

は
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
県
を
国
保
事
業

の
財
政
運
営
主
体
と
す
る
制
度
改
正
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

直
診
勘
定
は
、
離
島
に
あ
る
３
直
営
診

療
所
の
決
算
で
、
２
事
業
と
も
黒
字
決
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
疑　
保
険
給
付
費
に
多
額
の
不
用
額

が
発
生
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
弁　

不
用
額
が
2
億
6
2
3
6
万
1
5
3

円
発
生
し
た
理
由
は
、
2
カ
月
遅
れ
の
医

療
費
請
求
体
系
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
支

払
い
分
を
残
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
た
め

で
あ
る
。
特
に
、
冬
場
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
を
考
慮
す
れ
ば
、
多
め
に
残
さ

ざ
る
を
得
な
い
。
発
生
が
少
な
い
場
合
に

は
、
多
額
の
不
用
額
と
な
る
。

請
願
第
4
号　
『
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
』
に
伴
う
保
育
施
策
に
関
す
る
請
願
書

�
原
案
採
択

　

こ
の
請
願
は
、
3
歳
以
上
児
の
副
食
費

の
完
全
無
償
化
と
、
療
育
保
育
事
業
の
補

助
金
額
及
び
保
育
士
配
置
基
準
の
充
実
を

請
願
す
る
も
の
で
す
。
人
口
減
少
と
少
子

化
が
進
行
し
て
い
る
本
市
に
あ
っ
て
は
、

子
育
て
支
援
策
は
重
要
な
政
策
で
、
最
優

先
で
取
組
む
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
認
識

か
ら
、
願
意
は
妥
当
と
さ
れ
、
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
72
号　
令
和
元
年
度
西
海
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

�

原
案
可
決

○
松
島
地
区
乗
合
交
通
整
備
事
業

質
疑　
松
島
地
区
乗
合
交
通
整
備
事
業

の
概
要
は
。

答
弁　

さ
い
か
い
交
通
の
減
便
に
対
応

す
る
た
め
、
11
月
頃
か
ら
地
元
の
協
議
会

が
有
償
運
送
と
し
て
実
施
す
る
運
送
事
業

に
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

質
疑　
料
金
設
定
は
。

答
弁　

今
後
、
協
議
会
で
決
定
さ
れ
る
。

○
漁
業
振
興
基
金
支
援
事
業

質
疑　
漁
業
振
興
基
金
支
援
事
業
の
概

要
は
。

答
弁　

市
内
漁
協
の
経
営
基
盤
強
化
と

更
な
る
振
興
を
目
的
に
漁
業
振
興
基
金
を

財
源
と
し
て
補
助
金
を
交
付
し
、「
合
併
支

援
」、「
連
携
事
業
へ
の
支
援
」、「
経
営
改

善
計
画
に
基
づ
く
支
援
」
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

議
案
第
62
号　
平
成
30
年
度
西
海
市
一
般
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

�

原
案
認
定

【
歳
入
】

質
疑　
固
定
資
産
税
の
減
額
要
因
と
な
っ

た
評
価
替
え
の
件
数
は
。

答
弁　

減
少
と
な
っ
た
家
屋
は
１
５
９

件
で
あ
る
。

質
疑　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
導
入
促
進

の
た
め
の
広
報
等
事
業
委
託
金
の
使
途
は
。

答
弁　

地
域
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

事
業
と
し
て
、
風
力
発
電
地
域
協
議
会
の

先
進
地
視
察
や
理
解
推
進
の
た
め
の
調
査

事
業
費
等
に
支
出
し
た
。

【
歳
出
】

質
疑　
路
線
バ
ス
補
助
金
と
し
て
、
５

２
０
０
万
円
支
出
し
て
い
る
が
抜
本
的
な

見
直
し
が
必
要
で
は
。

答
弁　

交
通
体
系
の
見
直
し
を
含
め
、
今

後
さ
い
か
い
交
通
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

質
疑　
学
力
向
上
支
援
事
業
の
効
果
は
。

答
弁　

県
の
学
力
調
査
の
結
果
に
お
い

て
も
学
力
は
確
実
に
上
が
っ
て
い
る
。

質
疑　
こ
ど
も
夢
基
金
を
も
っ
と
活
用

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

こ
ど
も
夢
基
金
は
、
５
億
円
の
利

子
を
運
用
し
て
、
生
涯
学
習
や
文
化
ス
ポ
ー

ツ
関
係
の
各
種
事
業
に
活
用
し
て
い
る
。

　

今
後
も
必
要
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
基

金
に
限
ら
ず
一
般
財
源
な
ど
含
め
て
予
算

措
置
し
て
い
く
。

常任委員会審査報告
The SAIKAI Municipal Assembly News

厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
決
算
案
3

件
、
補
正
予
算
案
1
件
、
請
願
1
件

に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主

な
審
査
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、
補
正

予
算
案
1
件
、
決
算
案
1
件
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
審
査

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

厚
生
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

国民健康

保険税

県支出金

繰入金 繰越金 諸収入
総務費

保険給付費

歳　出 歳　入

国民健康保険

事業費納付金

保健事業費

基金積立金 諸支出金

【
補
正
額
】

補
正
前�

２
２
３
億
７
６
８
９
万
５
千
円

追
加
額��

１
２
億
７
８
１
６
万
４
千
円

補
正
後�

２
３
６
億
５
５
０
５
万
９
千
円

事業勘定の決算概要
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これが
聞きたい!!
これが
聞きたい!! 一 般 質 問

渕
ふち

瀬
せ

 栄
えい

子
こ

 議員

岩
いわ

本
もと

 利
とし

雄
お

 議員

問　
第
3
次
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン

に
お
い
て
、
水
道
料
金
の
増
額
改
定
を
検

討
す
る
と
あ
る
が
、
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長　

策
定
し
た
水
道
事
業
経
営
戦
略

に
お
い
て
試
算
し
た
結
果
、
当
面
は
資
金

不
足
に
な
ら
な
い
の
で
、
現
時
点
に
お
い

て
、
令
和
3
年
度
か
ら
の
増
額
改
定
は
行

わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　
離
島
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
照
明
設
備

を
整
備
す
る
こ
と
に
伴
い
、
救
急
搬
送

体
制
が
ど
う
拡
充
さ
れ
る
の
か
。

市
長　

本
年
度
に
夜
間
照
明
設
備
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
海
上
自
衛
隊
ヘ
リ
に
よ

る
夜
間
搬
送
の
安
全
な
離
着
陸
が
確
保
さ

れ
、
搬
送
体
制
が
拡
充
さ
れ
る
。

問　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
違
い
、
自
衛

隊
ヘ
リ
に
は
ド
ク
タ
ー
が
搭
乗
し
て
お

ら
ず
、
診
療
所
の
医
師
が
搭
乗
す
る
必

要
が
あ
っ
た
が
、
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長
　

西
海
市
の
離
島
に
お
い

て
も
、
医
療
救
急
セ
ン
タ
ー
の
医
師
が
常

駐
す
る
こ
と
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

問　
保
護
者
か
ら
、
通
学
時
の
カ
バ
ン

が
重
く
身
体
へ
の
影
響
を
心
配
す
る
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。
昨
年
9
月
に
「
児
童
生
徒

の
携
行
品
に
係
る
配
慮
に
つ
い
て
」
文
部

科
学
省
か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る
が
、
負
担

軽
減
の
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長
　

近
年
、
教
科
書
の
サ
イ
ズ
が

大
き
く
な
り
ペ
ー
ジ
も
増
加
し
、
子
ど
も

た
ち
は
、
以
前
よ
り
重
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
て
登
下
校
し
て
い
る
。
中
学
校
の

場
合
、
9
教
科
全
て
を
入
れ
る
と
9
㎏
に

な
り
、
さ
ら
に
カ
バ
ン
だ
け
で
は
足
ら
ず
、

補
助
バ
ッ
ク
を
併
用
し
て
い
る
状
況
が
あ

る
。
文
科
省
の
事
務
連
絡
に
よ
り
再
確
認

し
て
指
導
し
て
き
た
が
、
負
担
軽
減
の
取

組
み
を
保
護
者
に
も
周
知
徹
底
す
る
よ
う

学
校
に
指
導
し
た
い
。

問　
全
国
的
な
現
象
と
は
言
う
も
の
の
、

本
市
は
急
速
な
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
限
界
集
落
が
身
近
に
多
く
存
在

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
農
業
・
漁
業

従
事
者
は
70
代
、
80
代
で
も
現
役
で
、
限

界
集
落
へ
の
危
機
感
は
さ
ほ
ど
感
じ
て
い

な
い
が
、
自
治
会
活
動
も
ま
ま
な
ら
な
い

地
域
も
あ
り
、
確
実
に
消
滅
自
治
体
へ
と

進
行
し
つ
つ
あ
る
。
限
界
集
落
に
対
す
る

取
組
み
状
況
を
伺
う
。

市
長　

限
界
集
落
と
は
、
過
疎
化
な
ど

で
人
口
の
50
％
以
上
が
65
歳
以
上
の
高
齢

者
に
な
り
、
冠
婚
葬
祭
や
生
活
道
路
の
管

理
な
ど
を
含
む
社
会
的
共
同
生
活
や
地
域

の
維
持
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
集
落
を
言

う
。
現
在
、
市
内
に
は
82
の
自
治
組
織
が

あ
り
、
各
地
域
で
住
民
の
皆
さ
ん
が
日
々

活
動
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
が
地
域
人
口
の
50
％
以
上
の

自
治
会
組
織
は
25
あ
り
、
約
30
％
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
全
て
が
限
界
集
落

で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

全
国
的
に
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
加
速

し
、
自
治
会
活
動
の
担
い
手
が
不
足
す
る

こ
と
で
、
活
動
の
縮
小
や
取
り
や
め
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
事
例
が
出
て
き
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
、
昨
年
度
か
ら
崎
戸
町

の「
旧
浅
間
自
治
会
」と「
旧
本
町
自
治
会
」

が
「
村
自
治
会
」
に
統
合
さ
れ
る
な
ど
、

世
帯
数
の
減
少
等
か
ら
自
治
会
組
織
再
編

の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
今
後
も
自
治
会
再

編
に
つ
い
て
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
態
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
統
合
に
際
し
、
面
積
が
広
く
な
り
過

ぎ
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
機
能
し

に
く
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
年
度
の
新
規
事
業

と
し
て
地
域
運
営
組
織
研
究
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

地
域
運
営
組
織
は
、
地
域
の
課
題
を
地

域
住
民
自
ら
が
主
体
的
に
把
握
し
、
自
ら

解
決
し
て
い
く
形
態
と
な
り
、
そ
こ
に
市

が
協
働
・
連
携
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
主
体
的
に
活
動
で
き
る
交
付
金
の

創
設
を
検
討
し
て
い
る
。

水
道
料
金
増
額
改
定
検
討
の
見
直
し
を

離
島
の
救
急
搬
送
の
拡
充
を

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
な
か

限
界
集
落
へ
の
対
応
が
急
務

児
童
生
徒
の
重
い
カ
バ
ン
の
負

担
軽
減
を

江島ヘリポート（崎戸町江島）
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これが
聞きたい!!
これが
聞きたい!! 一 般 質 問

問　
平
成
30
年
度
に
長
崎
県
こ
ど
も
・

女
性
・
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
対
応
し

た
児
童
虐
待
相
談
は
、
過
去
最
多
の

8
9
8
件
と
発
表
さ
れ
た
。
本
市
に
お
い

て
、
市
民
か
ら
の
児
童
虐
待
の
相
談
通
告

は
あ
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
社
会
に
対
す
る
市
長
、
教
育
長
そ
れ
ぞ

れ
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

昨
年
度
、
市
に
寄
せ
ら
れ
た
児
童

の
相
談
37
件
中
、
何
ら
か
の
虐
待
が
認
め
ら

れ
た
ケ
ー
ス
は
19
件
で
、
児
童
相
談
所
へ
送

致
し
た
ケ
ー
ス
は
2
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に

対
応
す
る
た
め
、
こ
ど
も
課
に
保
健
師
、
家

庭
児
童
相
談
員
、
母
子
自
立
支
援
員
、
児
童

虐
待
防
止
対
策
強
化
員
の
計
4
名
を
配
置
し
、

相
談
か
ら
支
援
ま
で
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
長
　

教
育
委
員
会
で
は
、
虐
待
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
り
、
虐
待
の
な
い
社
会
を

つ
く
る
た
め
の
方
策
を
「
学
校
に
お
け
る
虐

待
の
早
期
発
見
と
発
見
後
の
対
応
や
見
守
り

の
体
制
づ
く
り
」、「
子
ど
も
を
見
守
る
保
護

者
へ
の
か
か
わ
り
」、「
社
会
の
形
成
者
と
し

て
理
想
的
な
社
会
の
担
い
手
を
育
て
る
教

育
」
の
3
つ
の
側
面
か
ら
考
え
て
い
る
。

問　
新
庁
舎
建
設
は
前
進
し
て
お
ら
ず
、

分
庁
方
式
に
よ
り
業
務
効
率
が
悪
く
、
借

上
料
な
ど
の
無
駄
な
経
費
も
あ
る
な
ど
、

問
題
は
山
積
し
て
い
る
。
本
庁
舎
は
、
交

通
の
利
便
の
よ
い
西
彼
町
小
迎
に
あ
っ
た

ほ
う
が
よ
い
と
の
声
も
市
民
か
ら
聞
く
。

新
庁
舎
建
設
を
基
本
構
想
、
基
本
計
画
の

中
に
早
急
に
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

庁
舎
の
分
散
に
伴
う
市
民
の
不
便

さ
や
維
持
管
理
経
費
の
増
加
な
ど
問
題
が

あ
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い
る
が
、
一

般
財
源
が
減
少
す
る
中
で
本
庁
舎
建
設
よ

り
も
優
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
事
業
が
山

積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
早
期

の
建
設
は
困
難
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
市
民

を
交
え
た
議
論
を
深
め
て
い
く
必
要
性
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
庁
舎
建
設
に

係
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
。

と
な
っ
て
い
る
が
、
馬
込
地
区
の
工
業
団

地
整
備
に
伴
う
既
存
の
係
留
施
設
等
の
代

替
施
設
と
し
て
間
に
合
う
の
か
伺
う
。

市
長　

令
和
2
年
度
の
完
成
を
目
標
に

実
施
し
て
い
く
予
定
と
の
こ
と
な
の
で
、

市
と
し
て
も
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
大
瀬
戸
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
は
、
陸
連
の
公
認
が
更
新
さ
れ
て
い
な

い
が
な
ぜ
か
。
ま
た
、
全
天
候
型
に
改
修

す
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　

市
内
で
の
大
会
は
、
公
認
が

な
く
て
も
支
障
が
な
い
こ
と
と
、
施
設
や

備
品
整
備
に
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
公

認
の
更
新
は
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
多

額
の
費
用
を
投
入
し
て
の
全
天
候
型
へ
の

改
修
は
、
厳
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
公
立
中
学
校
の
部
活
動
指
導
員
の

取
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　

4
中
学
校
に
各
1
名
配
置
し

て
い
る
。
休
日
等
の
指
導
に
お
い
て
、
教

職
員
へ
の
負
担
軽
減
と
な
っ
て
い
る
。

問　
佐
世
保
市
が
出
資
し
た
新
電
力
会

社
に
本
市
が
参
加
予
定
と
聞
い
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
形
で
参
加
す
る
の
か
伺
う
。

市
長　

本
市
の
地
域
商
社
が
委
託
し
て

い
る
業
務
を
新
電
力
会
社
に
変
更
す
る
こ

と
で
、
電
気
料
金
の
さ
ら
な
る
削
減
や
地

域
商
社
の
利
益
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
協
議
を
継
続
し
て
い
る
。

問　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
普
及
が
進
ん
で

い
る
が
、
接
続
率
を
伺
う
。

市
長　

市
内
全
体
の
接
続
率
は
、
約

17
％
と
な
っ
て
い
る
。

問　

西
彼
杵
道
路
の
計
画
に
お
い
て
、

西
彼
町
大
串
か
ら
の
整
備
が
重
要
と
考
え

る
が
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長　

8
月
上
旬
に
県
選
出
の
国
会
議

員
や
国
土
交
通
省
に
、
ま
た
、
8
月
中
旬

に
県
知
事
、
県
議
会
議
長
に
対
し
、
長
崎

方
面
へ
の
延
伸
ル
ー
ト
の
早
期
着
手
に
つ

い
て
要
望
を
行
っ
た
。

問　
大
島
町
の
寺
島
地
区
に
お
い
て
埋

立
て
計
画
が
あ
り
、
工
事
期
間
が
約
3
年

西彼杵道路（西彼町）

児
童
虐
待
に
つ
い
て

地
域
振
興
策
に
つ
い
て

建
設
行
政
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

永
なが

田
た

 良
りょう

一
いち

 議員

清
し

水
みず

 正
まさ

明
あき

 議員
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これが
聞きたい!!
これが
聞きたい!! 一 般 質 問

市
内
の
医
療
体
制
の
今
後
の

見
通
し
と
対
応
は

朝
とも

長
なが

 隆
たか

洋
ひろ

 議員

平
ひら

井
い

 満
みつ

洋
ひろ

 議員

問　
本
年
10
月
よ
り
、
保
育
園
、
幼
稚

園
に
通
園
す
る
3
歳
以
上
の
園
児
の
保
育

料
が
無
償
化
と
な
る
が
、
副
食
費
に
対
す

る
月
額
4
5
0
0
円
ほ
ど
の
費
用
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
保

護
者
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
県
内
で
は
、

既
に
10
月
か
ら
す
べ
て
の
第
1
子
の
副
食

費
を
自
治
体
が
負
担
し
、
完
全
無
償
化
を

す
る
自
治
体
が
多
く
出
て
き
て
い
る
。

　
本
市
は
、
先
ん
じ
て
県
内
の
他
の
自
治

体
よ
り
も
手
厚
い
助
成
を
行
っ
て
き
た
。

す
ぐ
に
で
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
。

市
長　

国
の
政
策
で
保
護
者
の
経
済
的

負
担
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
、
副
食
費
に
つ

い
て
も
、
低
所
得
世
帯
や
多
子
世
帯
に
は

一
定
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
お
り
、
慎
重
に

検
討
す
る
。

保
健
福
祉
部
長
　

親
と
し
て
、
副
食
費

を
負
担
し
て
で
も
預
け
る
と
い
う
意
識
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

問　
こ
こ
数
年
、
市
内
の
出
生
数
が
大

幅
に
減
っ
て
い
る
。
合
併
か
ら
こ
れ
ま
で
、

債
務
を
減
ら
し
基
金
を
積
み
上
げ
、
財
政

の
健
全
化
を
図
る
中
で
、
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
は
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

あ
っ
た
が
、
特
別
な
配
慮
を
有
す
る
子
ど

も
の
保
育
支
援
の
低
さ
も
合
わ
せ
て
考
え

る
と
、
全
体
的
に
は
県
内
で
も
下
位
に
な

る
。
国
が
消
費
税
を
上
げ
て
で
も
支
援
す

る
状
況
に
、
自
治
体
も
必
死
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

市
長　

否
定
は
し
な
い
が
、
た
だ
よ
り

怖
い
も
の
は
な
い
と
い
う
考
え
が
あ
る
の

で
、
再
度
検
討
し
て
い
く
。

問　
危
険
な
酷
暑
の
中
で
の
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
生
活
状
況
の
把
握
と
対

策
は
。

市
長　

実
態
把
握
の
た
め
、
介
護
認
定

を
さ
れ
て
い
な
い
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の

家
庭
訪
問
を
順
次
実
施
し
、
個
々
に
応
じ

た
説
明
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
介
護
認
定

が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
担
当
の
介
護
支

援
専
門
員
が
相
談
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　

個
々
の
高
齢
者
の
見
守
り
・
支
援
に
つ

い
て
は
、
西
海
市
生
活
支
援
体
制
整
備
協

議
体
を
設
置
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
地

域
で
の
見
守
り
・
支
援
を
模
索
し
て
い
く
。

問　
今
年
は
、
5
0
0
円
券
24
枚
を
1

万
円
で
販
売
す
る
通
常
版
に
加
え
、
6
万

円
券
2
枚
を
10
万
円
で
販
売
す
る
高
額
版

も
用
意
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
通
常
版
が
1
人
3
セ
ッ
ト
ま
で
、
高
額

版
が
1
人
2
セ
ッ
ト
ま
で
と
い
う
こ
と
だ

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
販
売
実
績
を
伺
う
。

市
長　

今
年
度
は
、
通
常
版
7
5
0
0

セ
ッ
ト
、
高
額
版
2
5
0
セ
ッ
ト
の
販
売

を
行
っ
た
。
販
売
方
法
は
、
昨
年
同
様
、

事
前
に
は
が
き
に
よ
り
申
込
み
を
受
け
付

け
、
抽
選
に
よ
り
購
入
者
を
決
定
す
る
。

通
常
版
と
高
額
版
、
い
ず
れ
も
完
売
し
た
。

　

通
常
版
は
、
申
込
者
数
3
3
5
0
人
の

う
ち
2
5
6
0
人
が
当
選
し
、
当
選
率
は

76
・
4
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

高
額
版
は
、
申
込
者
数
2
6
7
人
の
う

ち
1
5
7
人
が
当
選
し
、
当
選
率
は
58
・

8
％
と
な
っ
て
い
る
。

問　
さ
い
か
い
ほ
っ
と
券
は
、
通
常
版
・

高
額
版
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
購
入
で
き

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
購

入
可
能
な
セ
ッ
ト
数
を
購
入
し
た
場
合
、

通
常
版
で
最
大
6
千
円
、
高
額
版
で
最
大

4
万
円
の
割
増
に
な
る
。
3
万
4
千
円
の

差
と
な
る
が
、
市
民
に
対
す
る
公
平
性
は

保
た
れ
て
い
る
の
か
。

市
長　

さ
い
か
い
ほ
っ
と
券
は
、
プ
レ
ミ

ア
ム
率
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市

内
で
の
消
費
促
進
を
目
的
と
し
た
商
工
振

興
策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

実
施
方
法
に
つ
い
て
は
、
西
海
市
商
工
会

の
意
見
を
踏
ま
え
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

従
来
は
日
用
品
で
の
利
用
が
多
く
、
よ

り
消
費
喚
起
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、
リ

フ
ォ
ー
ム
や
車
検
を
始
め
と
す
る
高
額
商

品
で
の
利
用
を
促
進
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
の
多
く
の
意
見
に
加
え
て
、
10
月
1
日

か
ら
の
消
費
税
引
上
げ
に
よ
る
増
税
前
の

高
額
商
品
の
駆
込
み
需
要
が
予
想
さ
れ
る

と
の
意
見
が
あ
り
、
高
額
商
品
券
の
販
売

が
企
画
さ
れ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
市
や

商
工
会
に
対
し
て
の
苦
情
は
な
い
。

　

今
後
と
も
、
事
業
効
果
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
事
業
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
。

副
食
費
の
無
料
化
を
図
れ

酷
暑
の
中
で
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
支
援
は

さ
い
か
い
ほ
っ
と
券
に
つ
い
て

七
釜
鍾
乳
洞
界
隈
の
開
発
と
中

浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
記
念
公
園
の
整

備
計
画
に
つ
い
て

さいかいほっと券

そ
の
他
の
質
問

・�

西
海
市
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

・
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村
に
つ
い
て

・�

議
員
報
酬
を
踏
ま
え
た
職
員
給
与
の

見
直
し
に
つ
い
て
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これが
聞きたい!!
これが
聞きたい!! 一 般 質 問

問　
市
民
参
加
型
の
庁
舎
建
設
に
関
す
る

委
員
会
の
設
置
や
、
庁
舎
に
対
す
る
市
民
の

意
向
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

市
長　

市
民
を
交
え
た
議
論
を
深
め
る
必

要
性
は
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
本
庁
舎
建
設

に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

は
、
次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
て
実

施
し
、
そ
の
結
果

を
見
き
わ
め
た
上

で
、
市
民
参
加
型

の
庁
舎
建
設
検
討

委
員
会
等
の
設
置

に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
に
つ
い
て

問　
ス
マ
イ
ル
ワ
ゴ
ン
の
運
行
に
つ
い
て

は
、
旧
町
間
の
接
続
に
関
す
る
課
題
も
出
て

き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
主
要
道
を
使
う
右
回

り
、
左
回
り
の
循
環
線
の
導
入
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

市
長　

ス
マ
イ
ル
ワ
ゴ
ン
に
つ
い
て
、
旧

町
間
を
ま
た
い
だ
利
用
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
お
り
、
対
応
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
循
環
バ
ス
に
よ
る
運
行
や
、

乗
換
え
地
点
を
指
定
し
た
運
行
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

⃝
市
内
国
道
、
県
道
の
管
理
に
つ
い
て

⃝�

パ
ー
ル
テ
ク
ノ
西
海
へ
の
市
道
風
早
線

と
国
道
入
口
の
峰
口
交
差
点
に
つ
い
て

市
庁
舎
に
つ
い
て

問　
各
部
署
が
点
在
し
て
い
る
現
庁
舎
は
、

市
民
に
と
っ
て
不
便
き
わ
ま
り
な
い
状
況
に

あ
る
。
今
後
の
市
の
状
況
を
考
え
る
と
き
に
、

役
所
業
務
が
1
カ
所
で
で
き
る
、
効
率
的
で

利
便
性
の
あ
る
庁
舎
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

1
つ
の
建
屋
に
全
て
の
部
署
を
集
約
し
た
市

役
所
を
建
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

庁
舎
の
分
散
に
伴
う
市
民
の
不

便
さ
の
ほ
か
、
分
庁
方
式
に
よ
る
維
持
管

理
経
費
の
増
加
や
各
庁
舎
の
耐
用
年
数
な

ど
の
面
か
ら
も
、
問
題
が
あ
る
こ
と
は
十

分
認
識
し
て
い
る
。

　

新
庁
舎
の
建
設
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、

一
般
財
源
が
減
少
す
る
中
、
既
に
着
手
し

て
い
る
肥
前
大
島
港
埋
立
事
業
や
、
市
内

全
域
の
高
速
情
報
通
信
網
整
備
な
ど
、
本

庁
舎
建
設
よ
り
も
優
先
し
て
取
り
組
む
べ

き
事
業
が
山
積
し
て
い
る
状
況
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
早
期
の
建
設
は
困

難
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
当
面
は
テ

レ
ビ
相
談
窓
口
等
に
よ
る
総
合
支
所
の
機

能
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
既
に
耐
震

改
修
工
事
を
済
ま
せ
て
い
る
現
庁
舎
の
活

用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

宮
みや

本
もと

 一
かず

昭
あき

 議員

今
後
の
西
海
市
の
医
療
及
び

救
急
搬
送
体
制
に
つ
い
て

問　
西
海
市
医
療
検
討
委
員
会
を
傍
聴

し
た
際
、「
西
海
市
の
10
年
後
の
医
療
体

制
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
意

見
が
多
数
出
さ
れ
、
民
間
医
療
機
関
へ
の

聴
取
り
調
査
に
お
け
る
「
今
後
の
西
海
市

の
医
療
体
制
に
つ
い
て
危
機
感
を
持
っ
て

い
る
が
、
具
体
的
な
対
応
策
も
な
く
、
悲

観
的
な
声
が
多
い
」
と
の
意
見
も
紹
介
さ

れ
た
。
多
く
の
医
療
関
係
者
が
将
来
に
危

機
感
を
抱
き
、
悲
観
的
に
捉
え
て
い
る
状

況
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

私
も
同
様
の
危
機
感
を
抱
い
て

い
る
が
、
基
幹
的
役
割
を
担
う
病
院
を
市

単
独
で
整
備
す
る
こ
と
は
、
費
用
は
も
ち

ろ
ん
、
医
師
の
確
保
が
特
に
難
し
い
課
題

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

長
崎
県
立
大
崎
高
等
学
校
全
日
制

普
通
科
の
通
学
区
域
に
つ
い
て

問　
大
崎
高
等
学
校
に
お
い
て
、
平
成

30
年
に
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
た

際
、
同
校
野
球
部
の
志
望
者
は
40
人
程
と

聞
い
た
。
し
か
し
「
長
崎
県
立
高
等
学
校

の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
」
に
は
、
募

集
定
員
に
対
し
7
％
以
内
の
範
囲
に
お
い

て
入
学
を
許
可
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
通
学
区
域
外
か
ら
は
5
名
の
生

徒
し
か
入
学
で
き
な
い
。
同
規
則
に
は
、

離
島
留
学
制
度
の
対
象
と
な
る
5
校
の
課

程
の
通
学
区
域
は
県
全
域
と
す
る
と
あ
る
。

生
徒
の
希
望
に
添
え
る
よ
う
、
通
学
区
域

の
緩
和
を
県
教
育
委
員
会
へ
要
望
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長
　

通
学
区
域
緩
和
に
つ
い
て
、

本
年
5
月
に
県
教
育
委
員
会
を
訪
問
し
要

望
し
て
い
る
。
ま
た
、
7
月
に
は
県
教
育

委
員
会
が
来
庁
の
折
、市
長
と
と
も
に
「
全

県
1
区
化
」
の
検
討
、
区
域
外
入
学
者
割

合
の
見
直
し
を
お
願
い
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
8
月
に
は
知
事
及
び
県
議
会
議
長
に

対
し
、
要
望
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
引

き
続
き
要
望
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

⃝�

基
幹
的
役
割
を
担
う
病
院
の
必
要
性

に
つ
い
て

⃝�

救
急
医
療
に
お
け
る
応
急
処
置
対
応

医
療
施
設
の
必
要
性
に
つ
い
て

内
うち

野
の

 繁
しげ

樹
き

 議員
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これが
聞きたい!!
これが
聞きたい!! 一 般 質 問

市
内
業
者
や
準
市
内
業
者
の

育
成
を
！

問　
入
札
制
度
に
お
け
る
市
内
業
者
や

準
市
内
業
者
育
成
の
た
め
の
取
組
み
は
。

市
長　

平
成
18
年
以
降
21
回
の
制
度
改

正
を
行
っ
て
い
る
。
30
年
度
の
土
木
事
業

に
お
け
る
市
内
業
者
の
落
札
金
額
は
約
7

億
円
で
あ
り
、
落
札
件
数
66
件
で
あ
っ
た
。

建
設
工
事
で
は
30
年
度
の
落
札
金
額
は
3

億
7
千
万
円
、
落
札
件
数
は
18
件
で
あ
る
。

基
本
姿
勢
と
し
て
、
市
内
業
者
優
先
を
重

視
し
た
指
名
を
行
っ
て
い
る
。

問　
現
在
、
活
用
さ
れ
て
い
な
い
簡
易

型
総
合
評
価
法
式
を
復
活
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

地
域
密
着
、地
域
の
貢
献
度
（
消

防
団
員
数
等
）
を
考
慮
し
て
加
点
す
る
制

度
で
あ
る
が
、分
離
分
割
発
注
や
J
Ⅴ
（
共

同
企
業
体
）
の
活
用
と
合
わ
せ
て
地
元
発

注
策
と
し
て
検
討
す
る
。

造
船
業
振
興
・
発
展
の
た
め
に
！

問　
西
海
市
は
世
界
的
造
船
不
況
の
中
、

造
船
企
業
別
竣
工
量
国
内
第
3
位
、
世
界

第
13
位
（
2
0
1
6
年
）
の
大
島
造
船
所

を
有
し
て
い
る
が
、
造
船
業
界
や
全
国
の

造
船
企
業
を
持
つ
自
治
体
と
連
携
し
、
国

に
対
し
国
家
的
な
助
成
を
求
め
、
活
動
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

市
長　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
造

船
不
況
で
船
価
が
低
迷
し
て
い
る
。
造
船

業
は
長
崎
県
全
体
の
主
要
産
業
の
一
つ
で

あ
り
、
造
船
企
業
を
有
す
る
県
内
外
の
各

自
治
体
と
の
連
携
も
必
要
と
考
え
る
。
ま

ず
は
長
崎
市
や
佐
世
保
市
と
連
携
し
、
長

崎
県
市
長
会
に
対
し
、
協
議
会
等
の
設
置

を
働
き
か
け
た
い
。

問　
現
在
、
国
家
的
支
援
を
受
け
て
中

国
・
韓
国
が
台
頭
し
て
い
る
。
基
礎
自
治

体
と
し
て
早
急
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

市
長　

日
本
も
国
家
を
挙
げ
て
支
援
し

て
も
ら
い
た
い
。
基
礎
自
治
体
と
し
て
西

海
市
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

田
た

川
がわ

 正
まさ

毅
き

 議員

負
担
と
す
る
と
し
て
い
る
が
、
市
長
が
特

に
必
要
と
認
め
た
場
合
は
市
が
そ
の
費
用

を
負
担
で
き
る
と
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

負
担
区
分
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

明
確
に
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

市
長　

こ
の
規
定
は
、
県
下
の
他
の
自

治
体
で
も
同
様
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
費

用
負
担
区
分
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
県
下

担
当
者
技
術
研
究
会
等
に
議
題
と
し
て
提

案
し
、
他
の
自
治
体
と
一
緒
に
研
究
し
た
い
。

問　
定
住
促
進
施
策
の
観
点
か
ら
、
上

下
水
道
事
業
の
支
援
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

空
き
家
活
用
や
事
業
進
出
企
業
へ

の
補
助
支
援
は
行
っ
て
い
る
が
、
新
た
な
接

続
費
用
へ
の
補
助
制
度
は
困
難
で
あ
る
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
の
実
現
に
つ
い
て

問　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
の
実
現
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長
　

市
民
や
西
海
市
に
興
味
を
持

つ
芸
術
家
、
民
間
の
動
向
や
状
況
を
見
な

が
ら
、
文
化
・
芸
術
を
活
用
し
た
教
育
の

里
づ
く
り
に
つ
な
が
ら
な
い
か
考
え
た
い
。

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

問　
現
在
、
未
給
水
地
区
は
ど
の
程
度

存
在
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ

う
に
し
て
解
消
す
る
の
か
。

市
長　

平
成
31
年
3
月
末
時
点
で
27
戸

が
未
給
水
で
あ
る
と
把
握
し
て
い
る
。
未

給
水
の
主
な
要
因
は
、
既
設
水
道
施
設
か

ら
配
水
管
が
離
れ
て
い
る
た
め
で
あ
り
、

多
額
の
整
備
工
事
費
を
要
す
る
こ
と
か
ら

短
期
間
で
の
解
消
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
安
全
な
生
活
用
水
の

供
給
は
重
要
な
要
件
で
、
今
後
、
関
係
者

と
協
議
を
行
い
な
が
ら
解
消
に
向
け
て
努

力
し
て
い
く
。

問　
水
道
水
が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
て

い
な
い
地
域
の
解
消
策
は
検
討
さ
れ
て
い

る
か
。

市
長　

配
水
量
デ
ー
タ
の
変
化
を
も
と

に
点
検
、
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。
住
宅
の

戸
数
が
増
加
し
て
、
水
圧
、
水
量
不
足
が

考
え
ら
れ
る
地
域
は
、
今
後
の
水
道
管
更

新
事
業
に
よ
っ
て
改
良
を
実
施
し
た
い
。

問　
西
海
市
水
道
事
業
給
水
条
例
第
7

条
で
は
、
給
水
装
置
の
設
置
等
に
要
す
る

費
用
は
当
該
装
置
の
設
置
等
を
行
う
者
の

小
こ

嶋
じま

 俊
とし

樹
き

 議員
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これが
聞きたい!!
これが
聞きたい!! 一 般 質 問

持
て
る
よ
う
に
す
る
。
市
民
生
活
に
身
近

な
も
の
と
し
て
、
草
刈
り
、
道
路
、
側
溝

な
ど
の
軽
微
な
整
備
は
迅
速
に
対
応
す
る
。

問　
8
月
末
の
豪
雨
に
よ
り
崩
壊
し
た

市
内
の
た
め
池
や
国
道
2
0
2
号
線
沿
い

の
山
林
の
状
態
な
ど
、
防
災
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
る
の
か
。

市
長　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
は
当

然
で
あ
り
、『
国
土
強
靱
化
の
地
域
計
画
』

を
早
急
に
策
定
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

政
策
企
画
課
長　

長
崎
県
が
策
定
し
て
お

り
、
県
内
で
は
6
自
治
体
が
策
定
に
着
手

し
て
い
る
の
で
、
西
海
市
も
遅
れ
な
い
よ

う
策
定
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

⃝�

令
和
2
年
4
月
か
ら
の
新
し
い
小
学

校
の
学
習
指
導
要
領
実
施
に
向
け
て

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

⃝�

市
職
員
の
働
き
や
す
い
庁
舎
に
つ
い
て

市
民
の
た
め
の

西
海
市
の
将
来
に
つ
い
て

問　
本
市
は
、
人
口
減
少
や
個
人
所
得

の
低
迷
、
地
域
間
格
差
や
医
療
問
題
な
ど

が
あ
り
、過
疎
地
域
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
現
状
と
課
題
を
ど
う
分
析
し
、
今
後
住

み
や
す
い
住
み
続
け
た
い
市
に
す
る
た
め

ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
る
の
か
。

市
長　

本
市
の
人
口
減
少
は
急
速
に
進

ん
で
お
り
、
地
域
産
業
の
衰
退
、
働
く
場

所
の
減
少
、
若
者
の
流
出
、
少
子
化
と
い

う
悪
循
環
が
続
い
て
い
る
。

　

工
業
団
地
の
整
備
や
企
業
誘
致
に
よ
る

雇
用
の
創
出
、
移
住
対
策
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
実

施
す
る
。
農
業
・
林
業
・
水
産
業
が
産
業

と
し
て
成
り
立
つ
政
策
を
立
て
る
。

　

土
木
業
、
建
築
業
、
水
道
工
事
業
な
ど

の
事
業
所
に
は
入
札
機
会
を
増
や
し
地
元

で
出
来
る
こ
と
は
地
元
で
や
る
こ
と
を
基

本
に
、
平
等
性
を
確
保
し
な
が
ら
育
成
を

図
る
。
商
業
者
に
は
、
目
配
り
気
配
り
の

あ
る
き
め
細
や
か
な
施
策
を
進
め
る
。

　

福
祉
医
療
に
お
い
て
は
、
市
民
が
安
全

安
心
に
暮
ら
し
、
日
常
生
活
に
満
足
感
を

戸
と

浦
うら

 善
よし

彦
ひこ

 議員

市
長　

西
海
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
ン
パ

ニ
ー
は
、「
西
海
市
総
合
計
画
」
及
び
「
ま

ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
総
合
戦
略
」
に
基
づ

い
て
、
市
の
課
題
解
決
の
た
め
に
具
体
的

な
事
業
を
実
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
設

立
し
た
。
市
が
30
％
、
親
和
銀
行
が
5
％
、

取
締
役
が
55
％
出
資
し
て
お
り
、
行
政
が

直
接
対
応
で
き
な
い
分
野
に
つ
い
て
積
極

的
に
活
動
展
開
を
行
い
、
地
域
に
貢
献
す

る
会
社
と
し
て
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

事
業
で
は
、
商
品
や
地
域
資
源
を
掘
り
起

こ
し
、
商
品
開
発
か
ら
販
売
促
進
ま
で
提

供
し
、
デ
ザ
イ
ン
力
を
活
用
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
事
業
で
は
、
西
海
市
発
ロ
ー

カ
ル
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア「
ば
り
ぐ
っ
と
」の

運
営
を
通
し
て
、
西
海
市
の
認
知
度
向
上

及
び
市
内
情
報
の
発
信
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

電
力
小
売
事
業
で
は
、
平
成
30
年
度
西

海
市
の
電
気
料
を
約
5
0
0
万
円
削
減
し
、

地
域
商
社
が
得
ら
れ
た
利
益
5
0
0
万
円

に
よ
り
2
名
の
雇
用
を
生
み
出
し
た
。

平
成
30
年
度
決

算
は
、
売
上
高

4
8
1
2
万
9

千
円
、
経
常
利

益
4
3
1
万
7

千
円
、
当
期
利

益
3
4
0
万
円

で
あ
る
。

活
力
あ
る
農
業
政
策
に
つ
い
て

問　
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま

で
の
新
規
就
農
者
数
と
、
そ
の
う
ち
、
新

規
就
農
者
支
援
事
業
補
助
金
の
受
給
者
数

を
伺
う
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
体
の

状
況
を
伺
う
。

市
長　

新
規
就
農
者
数
は
雇
用
就
農
者

を
含
め
平
成
28
年
度
は
9
名
、
平
成
29
年

度
は
7
名
、
平
成
30
年
度
は
9
名
で
、
合

計
25
名
で
あ
る
。

　

国
の
次
世
代
人
材
投
資
事
業
補
助
金
の

受
給
者
は
3
年
間
で
9
名
、
市
単
独
の
新

規
就
農
者
支
援
事
業
補
助
金
は
3
年
間
で

5
名
が
受
給
し
て
い
る
。

　

親
元
就
農
に
つ
い
て
は
安
定
し
た
経
営

が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
非
農
家
か

ら
の
就
農
者
は
経
営
的
に
厳
し
い
状
況
で

あ
る
方
も
い
る
こ
と
か
ら
、
県
央
振
興
局

西
海
事
務
所
と
も
連
携
の
上
、
引
き
続
き

支
援
し
て
い
く
。

地
域
商
社
に
つ
い
て

問　
地
域
商
社
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
ン

パ
ニ
ー
に
つ
い
て
、
活
動
状
況
及
び
運
営

状
況
を
伺
う
。

中
なか

尾
お

 清
きよ

敏
とし
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これが
聞きたい!!
これが
聞きたい!! 一 般 質 問

若
者
の
定
住
促
進
に
つ
い
て

問　
市
内
に
は
公
有
や
民
有
の
遊
休
地
が

多
く
あ
る
が
、有
効
活
用
し
て
、若
者
に
安
価

な
土
地
を
提
供
し
、住
宅
建
設
を
促
進
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

市
長
　

現
在
、本
市
が
所
有
す
る
普
通
財

産
の
う
ち
、2
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
宅

地
と
し
て
活
用
で
き
る
遊
休
地
は
約

2
5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、今
後
、現
地

調
査
を
実
施
し
、売
却
可
能
な
物
件
に
つい
て

は
若
者
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、本
市
の

処
分
基
準
に
よ
り
払
下
げ
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、今
後
、民
有
の
遊
休
地
に
つ
い
て
も
、

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
と
同
様
に
情
報
収
集
の

う
え
登
録
を
行
い
、広
報
誌
及
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
、若
者
の
定
住
並
び
に
移

住
促
進
を
図
って
い
く
。

大
島
地
区
工
業
団
地
整
備
事
業

に
つ
い
て

問　
当
初
計
画
ど
お
り
工
期
内
に
完
成
す

る
の
か
伺
う
。ま
た
、工
期
内
完
成
が
見
込
め

ず
、実
施
工
程
を
見
直
す
の
で
あ
れ
ば
、市
民

生
活
等
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、早
め
に

決
断
し
て
市
民
に
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、い
か
が
か
。

市
長
　

現
段
階
で
は
計
画
上
で
の
予
算
は

確
保
で
き
て
い
る
が
、補
正
予
算
が
多
く
、次

年
度
へ
繰
り
越
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
現

状
か
ら
、計
画
ど
お
り
に
工
事
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
か
と
い
う
不
安
も
あ
る
。今
後
、

変
更
や
問
題
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、速

や
か
に
市
民
や
関
係
団
体
に
対
し
、説
明
及

び
周
知
を
行
う
よ
う
努
め
る
。

「
さ
い
か
い
ス
マ
イ
ル
ワ
ゴ
ン
」

に
つ
い
て

問　
現
在
の
登
録
数
、利
用
者
数
、課
題
等

を
伺
う
。ま
た
、運
行
主
旨
の「
ド
ア・ツ
ー・ド

ア
」に
近
づ
け
る
た
め
、利
用
者
宅
に
通
ず
る

道
を
改
良
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

市
長
　

8
月
末
日
現
在
の
登
録
者
数

1
4
5
3
名
で
、の
べ
利
用
者
数
は

2
1
8
3
名
。課
題
は
午
後
便
を
主
と
し
た

利
用
率
の
拡
大
、隣
接
し
た
地
区
へ
の
乗
継

ぎ
で
あ
る
。ま
た
、道
路
改
良
を
全
て
実
施
す

る
に
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
の
で
、個
別
に

検
討
す
る
。

杉
すぎ

山
やま

 誠
せい

治
じ

 議員

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
撤
廃
ま
た

は
拡
大
さ
れ
る
よ
う
、
県
に
要
望
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
を

伺
う
。

市
長　

県
知
事
及
び
県
議
会
議
長
要
望

に
お
い
て
、
新
規
要
望
事
項
と
し
て
県
立

高
等
学
校
の
校
区
外
入
学
者
割
合
の
見
直

し
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
た
い
。

ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
の
生
息
に
つ
い
て

問　
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
の
生
息
の
有
無

に
つ
い
て
調
査
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

成
虫
が
飛
ぶ
来
年
6
月
頃
、
専

門
家
に
よ
る
生
息
状
況
の
調
査
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

長
崎
県
立
大
崎
高
等
学
校
の

支
援
と
活
性
化
に
つ
い
て

問　
現
在
、
市
が
支
援
し
て
整
備
さ
れ

た
崎
戸
町
東
山
に
あ
る
大
崎
高
校
野
球
部

の
宿
舎
食
堂
で
は
27
名
の
生
徒
が
生
活
し

て
い
る
が
、
宿
舎
は
ほ
ぼ
満
室
の
状
態
で

あ
る
。
来
年
度
の
新
入
生
が
見
込
ま
れ
る

中
、
受
入
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
で
あ
る
。
宿
舎
の
確
保
対
策
に
さ

ら
な
る
支
援
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

教
育
長
　

宿
舎
に
は
11
部
屋
が
あ
り
、

33
名
の
生
徒
の
利
用
が
可
能
で
あ
る
。
来

年
度
中
に
は
44
名
の
利
用
に
対
応
す
る
予

定
で
補
助
金
申
請
を
考
え
て
い
る
と
伺
っ

て
い
る
。
令
和
2
年
4
月
の
新
入
生
の
う

ち
、
入
寮
希
望
者
が
18
名
以
上
と
な
っ
た

場
合
、
超
過
し
た
生
徒
の
分
は
一
時
的
に

民
間
企
業
の
社
宅
等
の
借
上
げ
で
対
応
し

な
が
ら
、
将
来
的
に
は
新
た
な
宿
舎
の
建

設
を
考
え
て
い
る
と
の
話
を
伺
っ
て
い
る
。

さ
ら
な
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
状

況
を
見
な
が
ら
対
応
を
検
討
す
る
。

問　
こ
れ
か
ら
の
高
校
の
存
続
・
活
性

化
を
考
え
る
と
、
現
行
の
通
学
区
域
外
か

ら
の
入
学
者
が
募
集
定
員
7
％
の
枠
内
と

浅
あさ

田
だ

 直
なお

幸
ゆき
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これが
聞きたい!!
これが
聞きたい!! 一 般 質 問

学
を
認
め
る
指
定
校
変
更
の
導
入
を
検
討

し
て
い
く
。

校
長
及
び
教
頭
住
宅
の
整
備
に

つ
い
て

問　
市
内
小
中
学
校
の
校
長
及
び
教
頭

が
校
区
内
に
居
住
で
き
る
よ
う
、
住
環
境

を
整
備
す
る
考
え
は
。

教
育
長
　

教
職
員
住
宅
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
の
変
化
を
捉
え
て
建
設
、
改
修
を
行
う

な
ど
、
教
職
員
へ
安
心
で
快
適
な
暮
ら
し

を
提
供
し
、
地
域
住
民
と
の
交
流
が
進
む

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業

に
つ
い
て

問　
寄
船
琴
平
砲
台
跡
周
辺
の
公
園
化

を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

当
該
公
園
の
整
備
が
生
活
等
に

生
じ
る
障
害
の
緩
和
に
資
す
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
要
件
が
あ
り
、
今
後
九
州
防
衛

局
と
調
整
し
た
い
。

問　
九
州
防
衛
局
は
市
の
態
勢
次
第
と

言
っ
て
い
る
が
ど
う
か
。

副
市
長
　

交
付
要
件
に
合
う
理
由
付
け

が
で
き
れ
ば
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

西
海
市
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
つ
い
て

問　
長
崎
県
立
大
崎
高
校
で
は
、「
高
校
」

を
「
し
ま
」
を
「
ま
ち
」
を
元
気
に
し
た

い
と
、
文
武
両
道
で
野
球
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
生
徒
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

今
後
、
施
設
等
の
整
備
や
寮
の
確
保
が
課

題
と
な
る
が
、
新
た
な
寮
を
含
め
た
施
設

の
整
備
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長
　

崎
戸
町
の
宿
舎
で
は
、
27
名

の
生
徒
が
生
活
し
て
お
り
、
最
大
で
33
名

ま
で
入
寮
可
能
だ
が
、
今
年
度
中
に
新
た

に
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
へ
の
申
請

を
行
い
、
44
人
ま
で
入
寮
で
き
る
よ
う
に

対
応
し
た
上
で
、
将
来
的
に
は
入
寮
者
増

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
寮
の
建
設

を
考
え
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問　
市
内
中
学
校
に
お
け
る
部
活
の
活

性
化
に
向
け
た
取
組
み
は
。

教
育
長
　

人
数
に
満
た
な
い
学
校
同
士

で
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
少
人
数
合
同
チ
ー

ム
や
補
充
合
同
チ
ー
ム
の
制
度
を
活
用
し

た
り
、
ま
た
部
活
動
の
活
性
化
支
援
と
し

て
、
住
所
を
移
さ
ず
校
区
外
の
学
校
へ
入

ࠤ
㆕
Յ
ㆉ
ా
㆟
�හ
ㆨ㆗
༤
ㆈ
�議һ
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市議会からのお知らせ市議会からのお知らせ 西海市のホームページから、西海市議会に関する
各種情報を公開しています。定例会の日程や結果、
会議録検索など最新の情報をご覧いただけます。

西海市のホームページから、西海市議会に関する
各種情報を公開しています。定例会の日程や結果、
会議録検索など最新の情報をご覧いただけます。

●議会中継をインターネットにより動画配信しています。
　西海市議会ではインターネットによる本会議の動画配信（ライブ及び録画）をしています。
　市のホームページから、または、https://saikai-city.stream.jfit.co.jp/へアクセスしていただくと、一般質問
などの映像をご覧いただけます。
　ライブ配信は議会開催中に、録画配信は会議終了後1週間程度でご覧いただけます。

●議会会議録をインターネットで公表しています。
　西海市議会ではインターネットで本会議の会議録を公表しています。
　市のホームページから、または、http://ssp.kaigiroku.net/tenant/saikai/SpTop.htmlへアクセスしていた
だくと、平成17年以降に開催された定例市議会・臨時市議会の会議録を、キーワード、発言者、会議日程などに
より検索して、閲覧することができます。

●西海市議会の本会議を傍聴できます。
　西海市議会の本会議は公開されており、どなたでも自由に傍聴できます。
　1：場所　本会議場（西海市役所本庁舎3階）　2：人数　60人まで　3：受付場所：本会議場前傍聴受付
　　　・受付の際、所定の用紙に住所、氏名等を記載していただきます。
　　　・会議開始前から受付を開始し、会議中も随時受け付けます。

し
て
い
く
。
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「大規模災害等発生時における
西海市議会議員行動指針」を制定

（令和元年10月）

　大規模災害等の緊急の事態が発生した際に、西海市議会の対応及び議員が取るべ

き行動について必要な事項を定め、もって被害の拡大防止及び議会機能の早期回復

を図るため、行動指針を制定しました。 

具体的な行動内容
●議会は、大規模災害等発生時に対策会議を設置し、次の事務を行います。

1. 市本部から入手した災害情報の議員への伝達

2. 議員から提供される被災情報の集約・議会内での共有及び市本部への提供

3. 市本部からの依頼事項への対応

4. 市本部への提案、提言及び要望等の調整

5. 国、県、関係機関等に対する要望活動の調整

6. 本会議、委員会等の開催や協議事項の調整

7. その他必要な事項

●議員は、大規模災害等発生時に次のとおり行動します。
1. 対策会議への参集

　対策会議の構成員は、対策会議が招集された場合、登庁可能な状況であれば、

対策会議に参集する。

2. 地域の被災状況等の把握・情報提供

　必要に応じて、地域の被災状況の情報を対策会議に提供する。

　なお、救助・救命に係る情報は、消防署へ緊急通報（119番）するなど、緊

急性の高い情報については、直接、関係機関へ連絡するとともに、議会災害対

策会議へも連絡する。

3. 災害時の地域活動への協力・支援

　地域において、自主防災組織などが行う災害時の地域活動に協力・支援を行う。



郵送される
場合は63円
切手を貼って
下さい。

郵　便　は　が　き

長崎県西海市大瀬戸町瀬戸樫浦郷2222番地

西海市役所　議会事務局
「議会広報広聴委員会」行

（議会だより第56号）

� 5 � 2 � 9 2

裏表紙に

西海市議会クイズが

あるよ！議会だよりを

よく読んで解答してね！

令和元年第1回議会臨時会
会期：令和元年 7月 25日（1日間）

　

第
1
回
臨
時
会
は
、
7
月
25
日
の

1
日
間
の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
老
朽
化
し
た

学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
設
備
機
器

の
更
新
に
あ
た
り
、
西
海
市
議
会
の

議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の

取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
の
規

定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
議

案
と
、
大
口
法
人
の
実
績
及
び
予
定

申
告
額
の
確
定
に
よ
る
法
人
市
民
税

法
人
税
割
の
減
額
及
び
還
付
金
の
計

上
を
内
容
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）
の
2
議
案
が
審
査
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

臨
時
会
の
概
要

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
N
B
C
長

崎
放
送
に
合
わ
せ
て
リ
モ
コ
ン
の
ⓓ
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、

い
つ
で
も
手
軽
に
西
海
市
が
発
信
す
る
情
報
を
見
る
事

が
で
き
ま
す
。
テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
化
が
完
了
し
、
長
崎

県
内
で
地
デ
ジ
の
電
波
が
受
信
可
能
な
場
所
で
あ
れ
ば
、

無
料
で
閲
覧
が
可
能
で
す
。（
実
施
し
て
い
る
他
自
治

体
の
情
報
も
閲
覧
可
能
）
配
信
時
の
ア
ク
セ
ス
集
中
に

よ
る
通
信
障
害
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
7
項
目
に
分

け
て
く
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
が
、

議
会
定
例
会
前
に
は
議
会
の
日
程
や
市
政
一
般
質
問
の

登
壇
順
、
質
問
項
目
な
ど
も
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

西
海
市
の
情
報
を
テ
レ
ビ
画
面
上
で
確
認
で
き
ま
す
！

①
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

N
B
C
長
崎
放
送

に
合
わ
せ
て
リ
モ

コ
ン
の
ⓓ
ボ
タ
ン

を
押
す

②「
自
治
体
情
報
」

を
選
択
し
、
リ
モ

コ
ン
の
緑
の
ボ
タ
ン

「
地
域
選
択
」を
押

し
た
後「
西
海
市
」

を
選
択

③
7
項
目
か
ら
1
項

目
選
択

④
確
認
し
た
い
内

容
を
選
択
す
る
と

右
側
に
詳
細
が
表

示
さ
れ
る

令和元年第1回議会臨時会で審議した案件及び結果
議案等番号 件　　　名 付託委員会等 議決の結果
議案第48号 財産の取得について 総務文教 原案可決
議案第49号 令和元年度西海市一般会計補正予算（第2号） 予算決算 原案可決
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西海学校給食共同調理場（西海町）



郵送される
場合は63円
切手を貼って
下さい。

郵　便　は　が　き

長崎県西海市大瀬戸町瀬戸樫浦郷2222番地

西海市役所　議会事務局
「議会広報広聴委員会」行

（議会だより第56号）

� 5 � 2 � 9 2

裏表紙に

西海市議会クイズが

あるよ！議会だよりを

よく読んで解答してね！

声声声声

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
も
っ
と
活
用
し
て
、国

内
だ
け
で
な
く
世
界
の
人
々
に
も

情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
取

り
組
み
に
よ
っ
て
、多
く
の
人
々
に

西
海
市
の
魅
力
を
余
す
こ
と
な

く
伝
え
る
と
い
う
こ
と
も
目
標

達
成
の
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

他
に
も
多
く
の
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、ま
ず
は
市
民
が
一
体
と

な
っ
て
、観
光
客
の
誘
致
と
移
住

者
の
増
加
に
繋
が
る
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
、ま
ち
お
こ
し
を
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

 

西
彼
杵
高
校
３
年

�

馬
込　
一
心

　

今
西
海
市
が
抱
え
て
い

る
最
大
の
問
題
は
、人
口
減

少
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
は
、市
内
に
若

い
人
を
多
く
雇
用
で
き
る

企
業
が
少
な
い
こ
と
や
、大

学
な
ど
の
上
級
学
校
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、若
者
が
ど

ん
ど
ん
市
外
へ
流
出
し
て
し

ま
う
こ
と
が
主
な
原
因
で

す
。こ
の
問
題
は
、西
海
市

だ
け
で
な
く
他
の
市
町
村

が
抱
え
て
い
る
問
題
で
も
あ

り
、人
口
減
少
の
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
自
治
体
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、北
海
道
の
厚
真

町
で
は
、千
歳
空
港
か
ら
35

分
の
比
較
的
暖
か
く
、東
京

圏
と
の
日
帰
り
も
可
能
な

場
所
で
分
譲
地
を
販
売
し
、

住
ま
い
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取

り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
に
は
、周
辺
の

自
治
体
よ
り
２
割
近
く
安
い

「
子
育
て
支
援
住
宅
」も
建

設
し
、20
～
40
代
の
移
住
者

を
増
や
す
こ
と
に
成
功
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、岐
阜
県
可
児
市

で
は
、戦
国
時
代
の
城
跡
が

残
る「
歴
史
の
街
」と
い
う

特
色
を
生
か
し
て
、チ
ャ
ン

バ
ラ
を
取
り
入
れ
た
、ユ
ニ
ー

ク
か
つ
幅
広
い
年
代
の
方
々

も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
観
光
客
を
増
や
し
、

地
域
活
性
化
に
成
功
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
取
り
組
み
に

共
通
し
て
い
る
こ
と
が
２
点

あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、斬
新

な
ア
イ
デ
ア
の
中
で
、そ
の

町
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
、

そ
こ
に
し
か
な
い
も
の
を
生

か
し
て
、移
住
者
や
観
光
客

を
増
や
し
、人
口
減
少
を
く

い
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
点

で
す
。

　

私
た
ち
が
誇
る
西
海
市

に
は
、美
し
い
海
と
山
が
あ

り
、農
業・水
産
業
に
よ
っ
て
、

み
か
ん
や
あ
ら
か
ぶ
な
ど
の

特
産
品
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
を
積
極
的
に
生

か
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

催
し
、西
海
市
の
住
民
が
一

体
と
な
り
観
光
客
を
誘
致

し
た
り
、移
住
者
を
増
や
す

た
め
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ
と
で
、

目
標
の
人
口
３
万
人
へ
と
近

づ
く
一
歩
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、
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長崎県立西彼杵高等学校



No.議会
だより

56
令和元年
11月5日発行

編集後記 第12回西海市議会クイズ回答

⑴ ⑵ ⑶ ⑷

ふりがな

住所
〒  　　 -

氏名

議会だよりについての感想またはご意見

年齢 歳

この「西海市議会だより」は環
境に配慮し再生紙と、揮発性
有機化合物（VOC）の発生を
低減できる植物油インキを使用
しています。

発行責任者 ◎西海市議会議長
編集 ◎議会広報広聴委員会

〒857-2392 長崎県西海市大瀬戸町瀬戸樫浦郷2222
TEL.0959-37-0075

ヒ
ン
ト
　

　
答
え
は
全
て
本
誌
の
中
に

あ
り
ま
す
。
誌
面
を
よ
く
読

ん
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

⑴
平
成
30
度
西
海
市
一
般
会

計
の
歳
出
決
算
額
は
？

①
9
億
6
7
8
9
万
2
千
円

②
2
1
7
億
1
6
7
6
万
6
千
円

③
2
2
6
億
8
4
6
5
万
8
千
円

⑵「
請
願
第
4
号　

幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴

う
保
育
施
設
に
関
す
る
請

願
書
」の
審
査
を
付
託
さ

れ
た
常
任
委
員
会
は
？

①
厚
生
常
任
委
員
会

②
総
務
文
教
常
任
委
員
会

③
産
業
建
設
常
任
委
員
会

⑶
西
海
市
議
会
を
議
場
で
傍
聴

で
き
る
人
数
は
何
人
ま
で
？

①
40
人
ま
で

②
60
人
ま
で

③
1
0
0
人
ま
で

⑷
令
和
元
年
第
3
回
西
海
市

議
会
定
例
会
に
お
い
て
、市

政
一般
質
問
を
行
っ
た
議
員

の
人
数
は
？

①
5
名��

②
10
名��

③
15
名

応
募
方
法
　

　

下
の
は
が
き
を
切
り
取

り
、
各
問
題
の
回
答
欄
に
答

え
の
番
号
を
記
入
し
、
郵
便

で
お
送
り
い
た
だ
く
か
、
お

近
く
の
総
合
支
所
又
は
市

役
所
本
庁
議
会
事
務
局
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

締
　
切
　

　

令
和
元
年
12
月
6
日

（
金
）
消
印
有
効
（
6
日
支

所
提
出
分
ま
で
有
効
）

特
　
典
　

　

全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
3
名
の
方
に
、
Q
U
O

カ
ー
ド
（
1
0
0
0
円
分
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
当
選
者
の
発
表
は
、

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
】

　

ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た

個
人
情
報
は
、
賞
品
発
送

な
ど
の
目
的
以
外
に
は
利

用
い
た
し
ま
せ
ん
。

西

　海

市
議
会

ク
イ
ズ

第1�回

第11回

西海市
議会

クイズ
解答

⑴ ②  ⑵ ③ 

⑶ ②  ⑷ ③

　

第
3
回
議
会
定
例
会
で
は
15
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
あ

り
、活
発
な
質
問
、答
弁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。市
民
の
皆
様
の
声
を

代
弁
し
て
行
わ
れ
る
わ
け
で
す
が
、皆
様
の
日
頃
か
ら
気
に
か
か
って

い
た
内
容
の
質
問
及
び
答
弁
は
い
く
つ
ぐ
ら
い
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、そ
の
一
部
を
要

約
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、も
っ
と
た
く
さ
ん
の
や
り
取
り
が
含
ま
れ
て

い
る
の
で
す
。そ
の
す
べ
て
を
知
り
た
い
方
は
、是
非
、議
場
の
傍
聴
席

に
来
席
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、ご
自
宅
で
も
今
年
か

ら
始
ま
っ
た
議
会
ネ
ッ
ト
中
継
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、皆
様
の
愛
読
誌
と
な
り
ま
す
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。�

（
杉
山
誠
治
委
員
）

議会広報広聴委員会




